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次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

町
に
考
え
を
聞
く
！

　一
般
質
問 

」

健
康
遊
具
・
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
の
健
康
づ
く
り

農
産
物
加
工
施
設
か
ら

農
商
工
連
携
を
検
討

議

会

だ

よ

り

掲

載

ペ

ー

ジ

上 程 さ れ た 議 案 と 結 果

○…賛成　×…反対　　※…議長　議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

（全賛…全員賛成　　賛多…賛成多数　　賛少…賛成少数）
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12月定例会の審議結果と議員の賛否内訳

 ８

度
に
「
越
生
町
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
」
宣
言
を
行
い
、

行
政
区
ご
と
に
健
康
づ
く
り
協
力
員
を
１
名
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

協
力
員
の
主
な
役
割
は
、
健
康
予
防
の
た
め
の
普

及
啓
発
や
各
地
区
独
特
の
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
作
成
で
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方

が
増
え
て
お
り
、
効
果
は
十
分
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
、
本
委
員
会
で
は
、
引
き

続
き
調
査
研
究
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
先
進
地
視
察
の
報
告
で
す
。

先
進
地
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　　条例の一部改正
 

　　・議会の議員その他非常勤の職員の公務災害
　　　補償等に関する条例 可決 (全賛 )  － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 
　　・寄居町スポーツ振興審議会に関する条例等 可決 (全賛 )  － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○
　　・寄居町ひとり親家庭等の医療費の支給に関す
　　　る条例 可決 (全賛 )  － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

　　平成23年度補正予算
 

　　・一般会計 可決 (全賛 )  P.  6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○
　　・国民健康保険特別会計 可決 (全賛 )  P.  2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○
　　・下水道事業特別会計 可決 (全賛 )  P.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○
　　・農業集落排水事業特別会計 可決 (全賛 )  P.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○
　　・水道事業会計 可決 (全賛 )  P.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 

　　その他の議案

　　・損害賠償の額を定めることについて 可決 (全賛 )  － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 

　　・彩の国さいたま人づくり広域連合を組織する
　　　地方公共団体の数の減少について 可決 (全賛 )  － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 

　　・埼玉県後期高齢者医療広域連合を組織する地
　　　方公共団体の数の減少について 可決 (全賛 )  － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

ど
の
農
産
物
加
工
体
験
等
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
が
年
間
約
１
０
０
０

人
、
加
工
体
験
は
年
間
50
人
と
い
う
現
況
か
ら
、
一

番
の
課
題
は
集
客
の
増
加
と
の
こ
と
で
す
。

委
員
か
ら
は
、

・
加
工
だ
け
で
は
な
く
加
工
品
販
売
ま
で
考
え
た
い
。

・
継
続
し
て
い
け
る
運
営
母
体
や
人
員
確
保
等
を
ど

う
進
め
て
い
く
か
。

・
後
継
者
の
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

等
の
意
見
が
あ
り
、
本
委
員
会
で
は
引
き
続
き
調
査

研
究
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

寄居町公的審議会等委員への宅地建物引
取業者の登用に関する件・公有地の媒介業
務の委託に関する件・土地境界査定、開発
申請手続の迅速化に関する件

陳情者：埼玉県不動産政治連盟
　　　   埼玉北地区 地区長　内山俊夫

町道1930号線の道路舗装について
陳情者：原田　進・松本　実・清水　博

町道1940号線の道路側溝の設置及び舗装
について
陳情者：原田　進・松本　実・清水　博

町道の舗装及び側溝整備について
陳情者：江原和男ほか197名

中戸地区道路の改良について
陳情者：大久保廣文・坂内啓一・高橋美克
　　　　　　　　　　　　　　ほか97名

子ども・子育て新システムの導入に反対し、
現行保育制度の拡充を求める意見書提出を
求める陳情書
陳情者：埼玉県保育問題協議会
　　　　会長　牧　裕子

陳情が６件提出されました

総務経済常任委員会「農商工連携について」

文教厚生常任委員会「町民の健康づくり対策」

熊谷市・滑川町へ（11/8）

川越市・越生町へ（11/11）

　

川
越
市
で
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。
川
越
市
は
、
人
口
34
万
人
（
県

内
３
位
）
を
擁
し
、
都
市
化
が
進
む
中
、
公
園
緑
地

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
都
市
公
園
数
は
２
５
４
ヵ
所
、
ま
た
身
近

な
公
園
で
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
40
公
園

に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
走
路
等
、
17
種
類
１
４
８
基
の
健

康
遊
具
（
介
護
予
防
遊
具
）
を
設
置
。
岸
町
健
康
ふ

れ
あ
い
広
場
で
は
、
健
康
遊
具
（
介
護
予
防
遊
具
）

16
基
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
健

康
遊
具
を
活
用
し
た
体
力
づ
く
り
の
講
習
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
講
習
会
等
を
開
催
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

越
生
町
は
、
人
口
約
１
万
２
７
０
０
人
の
町
で
７

割
を
山
地
が
占
め
て
い
ま
す
。
長
寿
社
会
を
迎
え
、

町
民
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
、
平
成
４
年

　

熊
谷
市
の
江
南
地
域
食
材
供
給
施
設
及
び
滑
川
町

「
伊
古
の
里
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　江
南
地
域
食
材
供
給
施
設
は
、
地
元
農
産
物
を
原

料
と
し
て
加
工
で
き
る
も
の
を
選
定
し
、
加
工
室
等

を
設
置
。
ま
た
、
製
麺
室
・
厨
房
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン

も
配
置
、
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直
売
所
が
同
一
敷
地
内
に

並
列
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

補
助
事
業
の
採
択
要
件
と
し
て

①
対
象
作
物
の
高
付
加
価
値
化

②
年
間
３
０
０
０
万
円
以
上
の
売
上
額

③
雇
用
者
３
人
以
上
、
ま
た
は
年
間
延
べ
７
０
０
人

以
上
の
雇
用
拡
大

④
来
客
数
は
年
間
２
万
人
前
後

等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
滑
川
町
「
伊
古
の
里
」
は
、
滑
川
町
西
部

の
丘
陵
地
に
あ
り
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
体
験
工
房

な
ど
が
整
備
さ
れ
、
そ
ば
打
ち
や
ジ
ャ
ム
づ
く
り
な

滑川町「伊古の里」にて

越生町保健センター前にて

雨の中、健康づくりを目的とした遊具を
見学しました（川越市）

江南地域食材供給施設で働
く方から、説明を受けました

視
察
報
告

Ａ寄居063-0201-0120修正後.indd   8-9 12/01/31   9:53




